
順　位 記　録 順　位 記　録 順　位 記　録

1 100 村上　一博 国士舘大４ 4 10"６９(+1.4) 5 １０”７５（-0.7） ×

2 1500 下平　芳弘 早稲田大２ 3 ３’４８”７７ → 6 ３’４９”０１ 3

3 ３０００ＳＣ 篠浦　辰徳 ＳＢ食品 → → 2 ８’４３”８３ 7

4 １００００Ｗ 明石　　顕 ＡＬＳＯＫ → → 5 ４３’５３”７９ 4

5 １１０Ｈ 谷川　　聡 ミズノ 1 １３”９５（-0.8） → 5 １４”０６（-1.3） 4

6 走幅跳 渡辺　大輔 ミズノ 3 ７ｍ５２（+0.0） → 12 ７ｍ３８（+0.0）

7 ハーフ 原田　　聡 ＳＢ食品 → → 11 １’０３’５９”

8 100 熊本　貴史 早実高２ 1 １０”５８（-0.1） 1 １０”５６（+1.1） 2 １０”４６（+2.0） 7 自己新

9 400 種石　宗自 八王子高３ 1 ４８”５３ 5 ４７”７０ ×

10 800 横田　真人 立教池袋高３ 1 １’５３”０９ → 優勝 １’４９”８１ 8 ＮＧＲ都高校新

11 5000 神澤　陽一 早大学院高３ 6 １４’２６”８４ → 12 １４’１６”４６ 自己新

12 砲丸投 関谷　良介 東京高２ → → 9 １５ｍ６２（３回目） 都高校新

13 200 小林　雄一 保善高１ 1 ２２”１３（+0.0） 2 ２２”３７（-1.4） 8 ２２”５５（-0.9） 1 自己新

14 １１０Ｈ 水野　龍彦 南大谷中３ 2 １４”７５（-0.2） → 8 １４”７９（+0.0） 1

15 共通 走高跳 武石　健吾 東京高３ ２ｍ００ → 2 ２ｍ０９ 7

16 2 ４０”５０ 4 ４０”４７ 3 ４０”３３ 6

1 100 成瀬　美紀 日女体大院 2 １２”０８（-1.1） 2 １２”０３（-1.7） 6 １２”０２（-1.6） 3

2 800 西村　美樹 東京高教 3 ２’０９”２２ → 7 ２’０９”８１ 2

3 5000 平田　奈美 テレビ朝日 → → 12 １５’５１”９５

4 １００００Ｗ 大利　久美 日女体大2 → → 5 ４７’０６”９５ 4 自己新

5 １００Ｈ 一木あずさ 日女体大1 5 １３”８９（+0.2） → 4 １３”９１（-0.8） 5

6 走高跳 前川絵里子 日女体大3 → → 8 １ｍ６９ 1

7 砲丸投 今川　良子 大森高教 → → 17 ８ｍ７６（３回目） ［10］ 教員枠

8 槍　投 小島　裕子 白梅高教 → → 5 ４９ｍ４７（１回目） 4

9 ハーフ 石田あいみ アコム → → 23 １’１８’１２”

10 100 中澤　　桂 武蔵野高２ 2 １２”１６（+0.3） 3 １２”１６（-0.3） ×

11 400 利根川由佳 東京高２ 1 ５６”７３ 3 ５６”７５ ×

12 ４００Ｈ 篠宮　香織 白高３ 4 ６１”４５ 8 ６２”３８ ×

13 三段跳 木村　衣里 日大二高３ 25 １１ｍ０３ ×

円盤投 宋　　華麗 東京高３ ＮＭ（記録なし） ×

14 200 岩楯　英枝 松江５中３ 1 ２５”３０（+0.5） 1 ２４”８８（+0.5） 優勝 ２５”００（-0.6） 8 都中学新

15 ３０００Ｗ 須永　美穂 東京高１ → → 4 １５’１２”６２ 5 自己新

１００Ｈ 下山　友里 白梅高１ 7 １５ｍ４６（+0.0） ×

16 走幅跳 下山　友里 白梅高１ 3 ５ｍ５５（+1.2） → 10 ５ｍ４５（+0.6）１回

17 走高跳 今城　　瞳 東京高３ 17 １ｍ６３ ×

18 砲丸投 宋　　華麗 東京高３ → → 3 １３ｍ６２（５回目） 6

19 槍　投 田中あゆみ 東京高３ → → 8 ４５ｍ１４（１回目） 1

20 5 ４６”５５ 4 ３６”６０ ×

天候 気温（℃） 湿度（％）
２３日 晴時々曇 20 52
２４月 晴 22 41
２５火 晴 22 43
２６水 晴時々曇 22 47
２７木 晴 20.5 65

１０／２３日

１０／２４月

１０／２５火

１０／２６水

１０／２７木熱闘クライマックスは、男４×１００リレーで、堂々の３位に入り、東京選手応援団の歓喜が競技場に響き渡った。

日中は過ごしやすい陽気な秋晴れであったが、苦しい戦いが強いられ、悔しい思いをした１日であった。

成年種目が多く、出場者８割が得点を重ねてくれた。が、個々の選手は悔しさでいっぱいであった。

少年Ａ

少年Ｂ

４×１００

備考所　属
予選

熊本・田岡・村上・小林

成人

第６０回国民体育大会秋季大会・岡山国体・結果報告（平成１７年１０月２３日～２７日）桃太郎スタジアム（記載者＝正川）

ＮＯ 種別

少女Ｂ

成人

準決勝 決勝
得　点種　目 氏　名

全体総括 ①天皇杯７位（９６．５点）、皇后杯９位（４８．５点）、昨年度を上回る好成績でした。ご声援、有難うございました。

天　　　　　　候

第４日目

試合の疲れを癒す明るい雰囲気と、競技に対するほど良い緊張をもった雰囲気で、すばらしい東京チームである。
８０％が決勝進出や自己新を打ち出し、好調なスタートで、いいムードで初日を迎えた。

朝夕は冷え込み、日陰はひんやりの中、東京テントは絶好調で、出場者の半分が自己新を出し、ほとんどが入賞した。
これ以上ない程の雰囲気に包まれ、選手の意識高揚も図れた。

少女Ａ

第１日目

第２日目

第３日目

共　通

一木・成瀬・中澤・岩楯４×１００

第５日目


